　　きりに手あり　　

　　　　　　　　　　近藤勝洋

　高齢化社会を迎え、老後の問題が日常の紙面を飾るこの頃です。社会問題と言っても最後は自分自身の事柄なのです。

一人一人が死ぬまでの生活を

責任をもって過す事が出来ればそれほどさわぐ事ではないかと思います。

　勿論経済的なことや肉体的な問題があるので、簡単な話だとは思いませんが少なくとも精神的には自分自身で最後まで頑張るのが人生ではないかと考えます。

歳をとったときの趣味の持ちかたで後の人生が変るのではないかと思われるからです。一度経験をした事ならば容易な事ですが、老後のことは誰でも、まだ未経験の事なのであります。

　確かに福祉は大切な事であります、しかし福祉に頼らず元気に第二の人生を送っている人が大勢います。その人達を見るに自分の仕事や趣味を大事にしているように見受けられます。他人に面倒を掛けながら長生きをしても余り意味がありません。この事を口にする人が少ないのは何故でしょう。人の生きかたに干渉をしないと言う自由の大原則が有るからだと思います。

　確かに人それぞれ生きかたは自由であり勝手に生きてよいと思います。けれどもこれにも大きな原則が有ると思います。

それはひと様には迷惑をかけないと言う事ではないでしょうか。

　少し前置が長いようですが、必要な事は碁を覚える事です。知らない人にはなかなか大変だと思いますが、まだ遅くは有りません。今後の人生にとってきっと良き相手となる事は間違い有りません。それが人に迷惑をかけないで老後を送る手助けになってくれます。

　先ずは行動し、自分の人生にきりを入れるべきです。確かに言うは易く行ない難しと言います。囲碁のルールを覚えるのは簡単ですがそれが面白くなるまでが大変だと思います。学校なども変な授業を教えるより囲碁を教えた方がよほど良いと思います。

　テレビゲームやパソコンなどより、運動をしたり囲碁を打つ子供を見るほうが私にとっては嬉しく思えます。

　確かに石を並べて何が面白い、と言った声が聞かれます。知らない人には白と黒の石を木の板の上に書いてある桝目に置いて、仙人の様にムニャムニャと独り言などつぶやく姿はとても楽しい事とは思われないかも知れません。しかしその中身は「橘中の楽しみ」と言われるほど面白いものです。数知れない囲碁についての話が有りますが、ここでは江戸時代に書かれた『邯鄲亦寝夢』の初巻に「碁の徳三十三箇条」があります。

碁の格言とは異なり実利的な効用を述べたものですが、大略して引用しました。

一．碁を能く打って名前が知られると、家や故郷の誉であり先祖や親への孝行になる。

一．大将は部下に碁を打たせて、その賢愚や得失を知る事が出来る。

一．碁を打つ人は高位、大名の席にも出る事ができる。

一．十二、三才で碁を能く打つと、召し出され御知行を頂く事が有る。

一．碁が打てると仕官に役立ち、能く打てると出世ができる。

一．諸士方が奉公した時に、碁が打てると門限が過ぎても御免になり、外に出て打つ時は一日二日のお暇が頂ける。

一．茶の湯、傾城買は金銀がかかり、とばくや歌留多は人柄が悪くなる。碁を打つのは少しの入用で倹約になり、人柄も良くなる。

一．碁を能く打つものは旅に出ても先々で御馳走になる。

一．田舎向に勧化や建立を頼む時には碁会をすると人が集る。

一．家元の内で稽古した人は、たとえ弱くとも筋触が良ければ、碁の指南で渡世ができる。

一．碁を打って渡世する人は諸国に救けてくれる人がいる。

一．碁を知っていると湯治場などで楽も多く、知人もできる。

一．商人で碁を能く打つ人は、諸士方が店へ来て商売の役に立つ。

一．五里十里の川舟で行く時に碁を打てば、歌留多を弄ぶより良い人柄に見られる。

一．大勢手代を雇っている人は、碁盤を買い揃えておいて、暇な時に打たせたら手代共は外に遊びに出ない。

一．子供に碁を教えると、悪友と交わる事もなく夜遊びもしない。

一．碁を打っている間は善悪を忘れ、無心無我で神仏の御心に叶う。

一．碁を好く人は、病気の時も打ちたい時に打てば毒ではなく養生になる。

一．碁を好む人は外出の時に少しの暇が有れば碁を打って気を養うことができる。

一．戦場にて永陣の時には、碁将棋雙六を打って過す事が出来る。

　以上現代には少し合わない部分が有るかと思われますが、歳をとっても通用するような効用が書いてあります。  　　（完）
